
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



在宅介護実態調査
《概要》

第１０期介護保険事業計画の策定において、「介護離職をなくして

いくためにはどのようなサービスが必要か」といった観点を盛り込

むため、「高齢者等の適切な在宅生活の継続」と「家族等介護者の

就労継続」の実現に向けた介護サービスのあり方を検討することを

目的として、在宅介護を行う家族の生活実態や負担感、介護者支援

等の意識調査を行う。

• 調査対象者 在宅で生活されている、要支援又は要介
護認定を受けられている方 2,000人程度

• 調査方法 郵送調査

• 実施時期 １２～３月ごろ発送・回収（予定）

調査項目

【基本調査項目（国基準）】
・世帯類型
・サービス利用状況
・介護保険サービス以外の支援やサービス利用状況
・施設等への入居・入所の希望
・家族等の介護の有無
・介護者の就労制約の可否に係る意識
・家族等介護者が不安に感じている介護

【市独自項目】
・同居の有無
・介護者の主観的健康感
・介護期間
・紙おむつの使用実態
・現在のサービスで不足していることや必要としている支援内容について
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